
（別紙３）

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） 42 （回答者数）
22

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） 20 （回答者数）
15

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 遊具や教材を研究し、充実をはかる。

2 親子や家族で参加できる活動の場をつくる。

3 建物の維持管理に努め、必要な場合は補修等を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
SNSなどをセキュリティに注意しながら効果的に用い、短時

間で必要事項を共有できるよう努める。

2

3

○事業所名 たんぽぽ生活支援センター

○保護者評価実施期間
2025年　1月　11日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

支援方法の共有に時間がかかる。 支援員の数が多く、情報共有が難しい。

ホールが広く、多様な活動が提供できる。

グランドピアノ、トランポリン等の設備がある。

粗大運動や微細運動をバランスよく提供し、ひとりひとりの興

味関心や発達段階を見極めながら、楽しめる工夫をする。

法人内でアート活動に取り組める環境を整備している。
アトリエの環境や画材を利用したり、ミュージック・ケアの理

念を取り入れた音楽活動などを行っている。

バリアフリーで車イスの方も安心して利用できる。
車イスの人が自立的に動ける環境かどうか日頃からチェックし

ている。

事業所における自己評価総括表公表


